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◆本の紹介◆◆ � 　

日本は南北に細長い列島であり，その気候は亜寒帯
から亜熱帯まで幅広い．また中緯度に位置しており季
節風の影響を受けている．これによって一年をかけて
四季が移り変わり，景観に変化が起きることは日本に
おける大きな特徴であろう．このような日本の四季は
いかにして誕生し，今日に至ったのであろうか．本書
ではこの問いをコンセプトに，日本の過去5０００万年間
の気候変動をまとめている．

全体として植物化石や微化石に基づく古環境，古気
候の推定から当時の日本の気候変動を解説している．
全 7 章に分かれており，古第三紀始新世から現在，そ
して未来の気候変動にまで触れた内容となっている．

新生代においては汎世界的な気候イベントがいくつ
も知られている．例えば古第三紀の前期始新世最温暖
期（本書第 1 章），新第三紀の中期中新世最温暖期
（第 3 章）や鮮新世温暖期（第 4 章），そして第四紀
の最終氷期を代表とした氷期と間氷期の繰り返し（第
6 章）はその一例であろう．これらの要因に対して大
陸配置の変化や火山活動および海流変化との関連性を

述べている．これらを踏まえて，汎世界的な気候変動
に対する当時の日本の様子を位置づけ，日本列島形成
と日本海の拡大，モンスーンの発達史による日本の気
候への影響と変遷を解説している．こうした気候変動
と地史との関係性は，古生物の研究者にとってたびた
び目にする教科書的な話題であるが，本書では近年発
表された研究成果にも触れることで，最新の話題を提
供している．これらについて詳細を知りたい読者に
は，巻末にある引用・参考文献一覧が参考になるだろ
う．従来こうした古環境変動の話題は，動物化石の進
化や多様性およびその生息環境の関わりとともに論じ
られる印象を評者は抱いていたが，本書はそれに加え
て植物化石や微化石，および日本における山地形成な
どと気候変化の関連性に触れつつ解説している点が面
白いと感じた．

本書はプロローグで日本の5０００万年間全体の気温変
化を概観している．加えて各章の最後でその内容につ
いて随時要約しており，エピローグで再び5０００万年間
の日本の気候変動を総括する構成をとっているため，
読者は繰り返し内容を確認できるだろう．地球史を取
り扱う書籍ではとかく地質年代の名称が頻出し，これ
に馴染みの薄い読者にはいつごろの時代を指している
のか迷うことがあるかもしれない．しかし本書では常
にページ下部に地質年代表が表記されているので理解
の助けになるだろう．本書のあとがきでは，日本の古
気候変化に関して未解明なことが多いことから，国外
のデータを含めて分かりやすく説明することに苦心し
たと述べている．この点，さまざまなグラフと海流お
よび大陸配置の変化図などを豊富に掲載することで工
夫していると感じた．おそらく紙面の都合かと想像す
るが，気候の説明に関わる植物化石や現生植物の写真
がさらに多く掲載されていたら，より当時の植生の雰
囲気が掴めたのではないかと感じた．ともあれ，本書
は日本の新生代の気候変動について近年の知見を総括
しており，とくに古生物学に興味を持った高校生や地
球史を学ぶ大学生にとって特に最適な一冊である．
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